
本
書
は
、
著
者
が
『
立
命
館
文
学
』
『
花
園
大
学
研
究
紀
要
』
『
花
園
大

学
国
文
学
論
究
』
等
に
発
表
し
た
独
歩
論
の
う
ち
か
ら
、
比
較
文
学
的
論
稿

を
中
心
に
ま
と
め
て
上
梓
さ
れ
た
も
の
で
、
昭
和
五
十
七
年
十
一
月
、
和
泉

書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。

本
書
に
収
め
ら
れ
た
諸
論
文
の
う
ち
に
は
、
雑
誌
初
出
の
と
き
か
ら
私
が

注
目
し
、
拙
稿
中
に
引
用
さ
せ
て
も
ら
っ
た
も
の
も
あ
る
。
今
、
そ
れ
ら
の

集
成
さ
れ
た
本
書
を
ま
と
め
て
読
ん
で
み
て
、
私
の
コ
メ
ン
ト
を
正
直
に
い

え
ば
、
本
書
に
は
研
究
史
上
き
わ
め
て
高
く
評
価
す
べ
き
点
と
、
不
満
の
意

を
表
し
て
批
判
す
ぺ
き
点
と
が
、
相
半
ば
し
て
い
る
。
以
下
は
、
そ
の
個
々

の
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
み
た
い
。

本
書
は
次
の
よ
う
に
五
つ
の
章
か
ら
成
っ
て
い
る
。

第
一
章
老
荘
の
影
響

第
二
章
王
陽
明
の
影
響

第
三
章
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
影
響

第
四
章
「
酒
中
日
記
」
へ
の
一
視
点

第
五
章
詩
か
ら
散
文
へ
の
移
行

書
評芦
谷
信
和
著

「
国
木
田
独
歩
Ｉ
比
較
文
学
的
研
究
Ｉ
」

上

式

北
野
昭
彦

一
一

こ
の
う
ち
、
第
一
章
と
第
二
章
は
圧
巻
で
あ
る
。
独
歩
と
東
洋
的
伝
統
と

の
交
渉
を
論
じ
た
も
の
は
従
来
か
ら
あ
っ
た
が
、
本
格
的
な
研
究
は
な
か
つ

《
に
Ｏ

そ
こ
で
著
者
は
、
独
歩
の
日
記
・
遺
稿
を
再
検
討
し
て
老
荘
と
王
陽
明
の

影
響
と
い
う
二
点
に
注
目
し
、
ま
た
老
荘
の
害
、
王
陽
明
の
詩
文
と
も
読
み

比
。
へ
て
、
そ
こ
に
幾
つ
か
の
連
繋
を
見
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
独
歩
の
思
想

形
成
史
上
に
お
け
●
る
漢
学
・
東
洋
思
想
の
影
響
の
う
ち
で
最
も
顕
著
な
も
の

は
、
老
荘
と
王
陽
明
の
影
響
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
独
歩
の
思
想
的
根
幹

が
形
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
論
証
し
た
。
こ
れ
は
著
者
の
卓
見

と
労
力
の
産
物
で
あ
る
。

著
者
は
ま
ず
、
独
歩
を
老
荘
思
想
に
近
づ
け
た
最
初
の
文
献
と
し
て
、
彼

が
中
学
時
代
に
愛
読
し
た
馬
琴
の
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶
物
語
』
に
注
目
し
、
こ

の
物
語
中
に
散
見
さ
れ
る
馬
琴
の
老
荘
理
解
と
、
独
歩
の
思
想
的
傾
向
と
の

類
似
点
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
く
名
利
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
否
定
〉
、
〈
永
久
無

限
の
生
命
〉
の
思
想
、
〈
自
然
〉
の
思
想
の
三
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
独
歩
の

一
生
を
お
お
う
思
想
の
根
幹
で
あ
る
。
だ
か
ら
著
者
は
、
『
夢
想
兵
衛
胡
蝶

物
語
』
の
愛
読
を
、
彼
の
老
荘
理
解
の
伏
線
と
見
る
の
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
著
者
は
、
独
歩
の
「
社
会
と
人
」
「
信
念
」
（
と
も
に
『
独
歩
遺
文
』

所
収
）
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
等
の
な
か
に
、
独
歩
の
思
想
形
成
と
か
か
わ
る

老
荘
理
解
の
痕
跡
を
探
り
、
さ
ら
に
『
老
子
道
徳
経
』
『
荘
子
内
篇
』
『
荘

子
外
篇
』
『
荘
子
雑
篇
』
等
の
原
典
に
も
遡
及
し
て
、
そ
こ
に
幾
つ
か
の
類

似
点
を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
く
名
利
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
否
定
〉
、
〈
「
社
会
感
」

の
否
定
と
「
天
地
生
存
」
の
「
個
人
感
」
〉
、
〈
精
神
上
の
自
我
解
放
と
心
霊

？
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の
自
由
〉
、
〈
永
久
無
限
の
生
命
〉
の
思
想
、
〈
自
然
〉
の
思
想
で
あ
り
、
こ

れ
を
要
約
す
れ
ば
、
さ
き
の
〈
名
利
と
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
否
定
〉
、
〈
永
久
無
限

の
生
命
〉
の
思
想
、
。
〈
自
然
〉
の
思
想
、
と
い
う
三
点
に
帰
結
で
き
る
と
著

者
は
見
る
の
で
あ
る
。

独
歩
は
そ
の
後
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
ヘ
の
傾
倒
を
深
め
、
そ
れ
に
つ
れ
て
老
荘

は
関
心
の
埒
外
へ
置
き
去
ら
れ
て
い
く
。
が
、
明
治
二
十
五
年
秋
の
、
独
歩

の
「
精
神
上
の
大
革
命
」
の
時
点
で
は
、
老
荘
へ
の
関
心
と
そ
の
影
響
が
、

独
歩
の
キ
リ
ス
ト
教
受
容
や
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
ヘ
の
開
眼
に
重
要

な
役
割
を
は
た
し
た
と
い
う
点
を
著
者
は
重
視
す
る
。
こ
れ
は
、
独
歩
の

「
精
神
上
の
大
革
命
」
を
、
明
治
期
の
文
学
者
誕
生
に
か
か
わ
る
東
西
両
文

化
の
避
遁
・
激
突
・
融
合
の
内
的
ド
ラ
マ
と
し
て
、
巨
視
的
に
と
ら
え
る
上

で
も
、
貴
重
を
手
掛
り
を
与
え
て
く
れ
る
論
考
で
あ
る
。

同
様
の
こ
と
が
第
二
章
に
つ
い
て
も
い
え
る
。
著
者
は
王
陽
明
の
影
響
を

二
方
面
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
独
歩
が
吉
田
松
陰
へ
の
傾
倒
を
と

お
し
て
間
接
的
に
受
け
た
王
陽
明
の
〈
知
行
合
一
〉
・
〈
事
上
磨
練
〉
の
思
想

で
、
こ
れ
は
独
歩
の
文
学
に
で
は
な
く
、
教
育
観
・
教
育
実
践
上
に
感
化
を

及
ぼ
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
王
陽
明
の
詩
文
に
よ
る
文
学
思
想
上
の
影
響
で
あ
る
。
著

者
は
、
「
社
会
と
人
」
「
信
念
」
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
等
に
お
け
る
、
独
歩

の
王
陽
明
観
の
考
察
、
独
歩
の
引
用
し
た
王
陽
明
の
詩
文
と
、
『
王
陽
明
文

粋
』
『
王
陽
明
先
生
詩
紗
』
の
原
典
本
文
と
の
照
合
な
ど
を
と
お
し
て
、
王

陽
明
の
影
響
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
独
歩
の
文
学
思
想
が
い
か
な
る
も
の
で

あ
っ
た
か
を
論
証
し
て
い
る
。

『
国
木
田
独
歩
ｌ
比
較
文
学
的
研
究
ｌ
』

二
二
抄
『
早
一
》
■

ヤ
毒
一

そ
れ
は
、
有
限
の
人
生
と
無
限
の
宇
宙
自
然
と
の
対
比
か
ら
生
じ
る
〈
寂

翼
〉
〈
幽
愁
〉
〈
悲
哀
〉
を
痛
感
し
、
人
間
存
在
の
不
思
議
に
驚
く
〈
驚
異
〉

思
想
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
カ
ー
ラ
イ
ル
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ

の
影
響
と
結
合
し
て
、
そ
の
後
「
牛
肉
と
馬
鈴
薯
」
の
〈
驚
異
〉
志
向
へ
と

展
開
し
、
ま
た
、
独
歩
の
作
品
全
体
に
漂
う
悲
哀
感
と
な
っ
て
流
続
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
も
著
者
の
新
説
で
あ
る
。

第
三
章
で
は
そ
の
〈
悲
哀
感
〉
を
中
心
に
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
か
ら
の
影
響

に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
従
来
、
独
歩
に
及
ぼ
し
た
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
影

響
は
、
自
然
描
写
に
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
塩
田
良
平
説
が
有
力
だ
っ
た
。

し
か
し
著
者
は
、
独
歩
の
人
間
観
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
に
学
ん
だ
も
の
だ
と
い

う
小
山
内
薫
説
を
支
持
し
て
、
独
歩
が
二
葉
亭
訳
へ
英
訳
、
今
井
忠
治
の
翻

訳
紹
介
の
い
ず
れ
か
を
通
し
て
読
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
諸

作
を
総
点
検
し
、
そ
の
影
響
は
人
間
観
、
人
物
造
型
、
作
品
構
成
の
手
法
の

三
点
に
及
ん
で
い
る
と
い
う
新
見
を
提
示
し
た
。

著
者
に
よ
れ
ば
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
に
学
ん
だ
独
歩
の
人
間
観
は
、
永
久
無

限
の
宇
宙
自
然
と
、
そ
の
な
か
に
浮
沈
す
る
瞬
間
微
小
な
人
生
の
諸
相
と
を
、

対
比
的
に
と
ら
え
て
、
そ
こ
に
人
生
の
悲
哀
（
著
者
の
い
う
宇
宙
観
的
形
而
上
的

悲
哀
感
）
を
痛
感
し
、
生
の
は
か
な
さ
に
驚
く
よ
う
な
人
間
観
で
あ
り
、
そ

れ
を
具
象
化
し
た
の
が
独
歩
の
描
い
た
〈
小
民
〉
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
キ

リ
ス
ト
教
的
人
間
平
等
観
や
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
影
響
も
関
与
し
て
い
る
。
だ
が
、

独
歩
が
こ
れ
を
小
説
の
形
で
表
現
す
る
場
合
に
は
、
詩
人
ワ
ー
ズ
ワ
ス
よ
り

も
、
小
説
家
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
手
法
に
多
く
を
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
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そ
の
手
法
と
は
、
宇
宙
自
然
の
無
限
性
と
人
間
の
微
小
さ
と
の
対
比
か
ら

生
じ
る
悲
哀
感
を
表
現
す
る
た
め
に
、
華
や
か
な
青
春
の
歓
楽
を
描
い
た
中

心
部
か
ら
歳
月
を
経
た
時
点
を
終
局
に
設
定
し
、
そ
こ
に
登
場
人
物
の
死
、

永
遠
の
生
別
、
衰
毫
の
残
暦
な
ど
を
添
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
尽
き
ぬ
哀

感
と
余
韻
を
か
も
し
出
す
と
い
う
作
品
構
成
の
手
法
で
あ
る
。

こ
れ
は
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
諸
作
に
み
ら
れ
る
手
法
で
、
独
歩
の
作
品
構
成

も
こ
の
手
法
に
学
ん
で
い
る
と
い
う
著
者
の
新
見
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
の

み
な
ら
ず
、
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
諸
作
に
み
ら
れ
る
民
衆
へ
の
共
感
も
、
独
歩

の
〈
小
民
〉
へ
の
共
感
を
一
層
深
め
、
こ
れ
を
文
学
と
し
て
結
実
さ
せ
る
上

に
強
く
作
用
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
見
解
に
も
説
得
力
が
あ
る
。

第
四
章
は
、
こ
の
比
較
文
学
的
研
究
の
成
果
を
作
品
論
に
援
用
し
た
も
の

で
あ
る
。
著
者
は
「
酒
中
日
記
」
の
主
人
公
今
蔵
を
〈
余
計
者
〉
の
タ
イ
プ

と
し
て
と
ら
え
、
「
酒
中
日
記
」
を
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
の
「
余
計
者
の
日
記
」

の
影
響
下
に
成
っ
．
た
作
品
と
し
て
見
直
す
と
と
も
に
、
独
歩
が
二
葉
亭
に
傾

倒
し
て
い
た
事
実
に
も
注
目
し
、
「
酒
中
日
記
」
に
お
け
る
二
葉
亭
「
浮
雲
」

の
影
響
に
つ
い
て
も
考
察
し
て
い
る
。
こ
の
章
で
は
「
浮
雲
」
の
影
響
に
つ

い
て
の
論
述
で
、
今
蔵
１
文
三
、
と
み
ｌ
お
政
、
お
光
Ｉ
お
勢
、
兵

士
ｌ
昇
と
い
う
人
物
の
対
応
関
係
、
人
物
造
型
の
面
か
ら
「
酒
中
日
記
」

の
作
品
世
界
を
と
ら
え
直
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
説
得
力
が
あ
る
。

以
上
は
、
研
究
史
上
に
評
価
さ
れ
る
べ
き
著
者
の
新
見
と
そ
の
論
旨
の
紹

介
だ
が
、
本
書
に
は
不
満
の
点
、
批
判
的
に
超
克
す
雫
へ
き
弱
点
も
少
な
か
ら

ず
あ
る
。

ま
ず
、
本
書
は
全
体
と
し
て
の
ま
と
ま
り
を
欠
い
て
い
る
。
個
々
の
細
部

。
卜
■

に
は
す
ぐ
れ
た
新
見
が
あ
る
が
、
そ
れ
ら
が
個
々
に
並
列
的
で
、
全
体
が
一

つ
に
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い
。
各
部
分
の
相
互
の
緊
密
な
連
繋
、
有
機
的
関

連
性
が
稀
薄
で
、
こ
と
に
第
二
草
ま
で
の
論
が
第
三
章
以
下
に
活
か
さ
れ
て

い
な
い
。

著
者
は
「
は
し
が
き
」
と
第
一
章
で
、
日
本
人
に
よ
る
西
欧
文
化
の
受
容

は
「
模
倣
で
は
な
く
」
、
「
東
洋
的
裏
打
ち
」
に
よ
る
「
独
自
の
日
本
化
」
で

あ
り
、
．
種
の
す
ぐ
れ
た
創
造
で
あ
っ
た
」
と
述
べ
、
「
こ
の
日
本
人
の
創

造
性
を
見
な
け
れ
ば
、
本
当
の
比
較
文
化
と
は
い
え
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
四
章
で
は
独
歩
の
文
学
を
西
欧
の
リ
ア
リ
ズ
ム
文

学
史
観
で
裁
断
し
、
「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
が
西
欧
主
義
者
と
な
り
、
近
代
的
で

豊
か
な
人
間
尊
重
の
思
想
と
態
度
を
身
に
つ
け
て
、
ロ
シ
ア
社
会
の
後
進
性

を
よ
り
明
快
に
観
察
批
判
」
し
た
の
に
対
し
、
「
独
歩
は
明
治
社
会
の
枠
か

ら
一
歩
も
出
ら
れ
な
か
っ
た
貧
し
さ
を
背
負
っ
て
い
た
」
か
ら
、
「
彼
の
文

学
の
リ
ア
リ
ズ
ム
は
」
「
ツ
ル
ゲ
ー
ネ
フ
ほ
ど
の
写
実
性
を
具
え
得
な
か
っ

た
」
と
述
べ
て
い
る
。

で
は
、
老
荘
・
王
陽
明
の
影
響
と
い
う
「
東
洋
的
裏
打
ち
」
に
よ
る
「
独

自
の
日
本
化
」
と
「
創
造
」
と
い
う
視
点
は
、
ど
う
な
っ
た
の
か
。
こ
れ
で

は
、
第
二
章
ま
で
の
す
ぐ
れ
た
新
見
を
、
著
者
自
ら
の
手
で
抹
殺
す
る
と
い

う
自
己
矛
盾
を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
第
四
章
に
は
、
独
歩
の
「
写
実
主
義
の
方
面
で
の
優
れ
た
達
成
」
と

し
て
、
コ
ー
少
女
」
「
窮
死
」
「
竹
の
木
戸
」
の
三
作
が
特
筆
さ
れ
て
い
る
。

だ
が
、
こ
れ
も
ま
た
、
著
者
が
か
っ
て
「
忘
れ
え
ぬ
人
々
」
論
で
批
判
の
対

象
と
し
た
狭
い
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
史
観
に
、
自
ら
組
す
る
と
い
う
自
己
矛
盾

昌
ｌ
ｈ
，

五
○
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を
犯
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
一
体
、
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
何
か
。
前
記
の
三
作
だ

け
が
「
優
れ
た
達
成
」
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
よ
う
な
リ
ア
リ
ズ
ム
だ
け
が
、

優
れ
た
文
学
の
条
件
で
は
あ
る
ま
い
。
独
歩
の
文
学
の
真
価
は
も
っ
と
違
っ

た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
を
見
落
と
せ
ば
、
独
歩
の
文
学
に
内
包
さ
れ
て
い

た
他
の
可
能
性
や
真
の
価
値
を
取
り
逃
が
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

著
者
は
独
歩
の
比
較
文
学
的
研
究
を
と
お
し
て
、
多
く
の
新
見
・
新
事
実

を
提
示
し
た
が
、
著
者
の
独
歩
観
・
独
歩
評
価
は
、
旧
来
の
定
説
や
文
学
史

観
の
枠
を
出
て
い
な
い
。
細
部
の
新
発
見
の
積
み
重
ね
を
ト
ー
タ
ル
な
面
で

の
新
し
い
独
歩
観
・
独
歩
評
価
へ
真
に
活
か
す
た
め
に
は
、
も
っ
と
多
様
な

文
学
の
可
能
性
を
広
く
柔
軟
に
包
括
し
う
る
文
学
観
・
文
学
史
観
を
用
意
す

る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。
著
者
は
、
独
歩
が
松
陰
を
介
し
て
得
た
王
陽

明
の
〈
事
上
磨
練
〉
の
思
想
は
、
文
学
と
は
無
関
係
だ
と
い
っ
て
い
る
が
、

「
日
の
出
」
等
の
作
品
に
そ
の
反
映
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

独
歩
が
佐
伯
の
青
年
た
ち
と
近
郊
を
遁
遙
し
た
の
は
、
〈
事
上
磨
練
〉
だ
け

で
は
な
く
、
植
村
正
久
の
「
自
然
界
の
予
言
者
ウ
ォ
ル
ズ
ウ
ォ
ル
ス
」
の
影

響
も
あ
ろ
う
。
植
村
は
、
「
ウ
ォ
ル
ズ
ウ
ォ
ル
ス
は
害
室
の
思
想
者
に
非
ず
。

彼
は
青
天
を
戴
き
、
緑
草
を
踏
み
、
水
辺
に
座
し
、
緑
陰
に
憩
ひ
て
、
思
想

を
煉
り
、
工
夫
を
凝
ら
す
こ
と
を
常
習
と
せ
り
」
と
述
守
へ
て
い
る
。
こ
の
ワ

ー
ズ
ワ
ス
の
方
法
で
そ
の
詩
境
を
体
得
し
よ
う
と
す
る
志
向
に
、
〈
事
上
磨

練
〉
が
結
合
し
た
の
だ
と
い
え
る
。

そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
著
者
が
第
五
章
で
同
時
代
作
家
と
し
て
論
じ

た
岩
野
泡
鳴
が
、
独
歩
と
は
ま
た
違
っ
た
発
想
で
王
陽
明
を
受
容
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
泡
鳴
は
、
「
エ
マ
ソ
ン
を
熟
読
し
て
ゐ
る
と
、
お
の
づ
か
ら

『
国
木
田
独
歩
ｌ
比
較
文
学
的
研
究
ｌ
』

可

支
那
の
王
陽
明
の
学
風
を
思
ひ
出
さ
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
く
な
る
と
同
時
に
、

藤
樹
は
そ
の
陽
明
を
祖
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
ま
す
Ｊ
１
忘
れ
ら
れ
な

く
な
っ
た
。
（
中
略
）
僕
は
エ
マ
ソ
ン
と
王
陽
明
と
を
い
つ
も
聯
想
す
る
様
に

な
っ
た
」
（
「
王
陽
明
と
エ
マ
ソ
ン
」
）
と
語
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

王
陽
明
ｌ
松
陰
・
ワ
ー
ズ
ワ
ス
ー
独
歩

王
陽
明
ｌ
藤
樹
・
エ
マ
ー
ソ
ン
ー
泡
鳴

と
い
う
対
比
に
よ
る
比
較
研
究
も
ま
た
、
興
味
深
い
研
究
課
題
と
な
る
で
あ

る
、
「
ノ
。

な
お
、
著
者
が
第
二
章
に
、
独
歩
が
波
野
英
学
塾
で
「
カ
ー
ラ
イ
ル
を
説

い
た
」
と
記
し
て
い
る
の
は
、
上
杉
玉
舟
の
誤
り
の
踏
襲
で
あ
ろ
う
。
独
歩

の
文
章
中
に
カ
ー
ラ
イ
ル
の
名
が
初
め
て
見
え
る
の
は
、
塾
を
閉
鎖
し
、
再

上
京
し
た
後
の
明
治
二
十
五
年
九
月
二
十
二
日
の
書
簡
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ

は
「
欺
か
ざ
る
の
記
」
明
治
二
十
六
年
五
月
三
十
日
の
記
事
と
も
符
合
す
る
。

こ
れ
は
些
細
な
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
そ
う
で
は
な
い
・
老
荘
、
王
陽
明
、
カ

ー
ラ
イ
ル
、
ワ
ー
ズ
ワ
ス
等
に
触
発
さ
れ
て
独
歩
の
「
精
神
上
の
大
革
命
」

が
も
た
ら
さ
れ
た
と
い
う
、
著
者
の
論
点
と
深
く
か
か
わ
る
問
題
な
の
で
あ

ワ
（
》
○

以
上
、
後
半
に
は
批
判
的
な
こ
と
を
列
記
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
が

あ
っ
て
も
、
前
半
に
記
し
た
本
吉
の
研
究
史
的
価
値
は
い
さ
さ
か
も
損
わ
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
私
は
、
前
半
に
記
し
た
よ
う
に
、
本
書
に
よ
っ

て
多
く
の
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
問
題
意
識
を
刺
激
さ
れ
た
こ
と
を
あ
ら
た
め

て
一
言
し
て
、
著
者
の
今
後
に
期
待
し
た
い
。

｡
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